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医療

前
回
は
…
認
知
症
で
最
も
問
題
と
な
る
症

状
は
新
規
記
憶
の
障
害
で
す
が
、
認
知
症
患

者
さ
ん
で
は
新
規
記
憶
を
担
当
す
る
海
馬
の

新
生
ニ
ュ
ー
ロ
ン
が
減
少
し
て
い
る
、
と
い

う
話
を
し
ま
し
た
。

脳
の
画
像
検
査
で
は
Ｃ
Ｔ
検
査
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
が
よ
く
用
い
ら
れ
ま
す
。
特
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
は
、
解
像
度
が
高
い
こ
と
と
任
意
の
断

面
像
を
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
認
知
症
の
画

像
診
断
で
は
ほ
ぼ
必
須
の
検
査
に
な
っ
て
い

ま
す
。
新
規
記
憶
が
低
下
す
る
認
知
症
、
特

に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
方
の
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画

像
の
特
徴
は
海
馬
の
萎
縮
で
す
。
今
ま
で
は
、

カ
ハ
ー
ル
博
士
（
２
月
号
に
登
場
）
が
唱
え

た「
神
経
細
胞
は
再
生
し
な
い
」説
に
基
づ
き
、

海
馬
の
萎
縮
は
単
純
に
神
経
細
胞
死
の
結
果

で
あ
る
と
盲
信
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？

近
年
で
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
始
め

て
い
ま
す
。
高
齢
健
常
者
に
お
い
て
は
、
古

く
な
っ
た
神
経
細
胞
は
ど
ん
ど
ん
死
ん
で
、

新
生
ニ
ュ
ー
ロ
ン
が
ど
ん
ど
ん
産
生
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
新
生
ニ
ュ
ー
ロ
ン
産
生
と
神
経

細
胞
死
が
平
衡
状
態
で
あ
る
た
め
、
新
規
記

憶
能
が
維
持
さ
れ
海
馬
萎
縮
も
進
行
し
な
い
。

一
方
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
で
も
、
古

く
な
っ
た
神
経
細
胞
は
ど
ん
ど
ん
死
ぬ
が
、

高
齢
健
常
者
と
異
な
り
新
生
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の

産
生
が
低
下
す
る
。
す
な
わ
ち
、
新
生
ニ
ュ
ー

ロ
ン
産
生
が
神
経
細
胞
死
よ
り
少
な
い
た
め
、

新
生
ニ
ュ
ー
ロ
ン
産
生
低
下
に
よ
る
新
規
記

憶
障
害
が
起
こ
り
海
馬
で
の
萎
縮
が
進
行
す

る
。
こ
れ
ま
で
は
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の

初
期
か
ら
な
ぜ
海
馬
に
特
徴
的
に
脳
委
縮
が

進
行
す
る
の
か
？
」
が
疑
問
だ
っ
た
の
で
す

が
、
海
馬
の
新
生
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
役
割
や
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
さ
ん
で
の
海
馬
新

生
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
減
少
と
併
せ
て
考
え
る
と
、

そ
の
理
由
が
明
確
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
実
よ
り
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
の
治
療
、
す
な
わ
ち
新
規
記
憶
の
能
力
を

維
持
・
向
上
さ
せ
る
に
は
、
神
経
細
胞
死
の

抑
制
で
は
な
く
、
海
馬
の
新
生
ニ
ュ
ー
ロ
ン

産
生
の
活
性
化
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
観

点
か
ら
見
る
と
、
最
近
話
題
の
ア
ミ
ロ
イ
ド

除
去
療
法
の
臨
床
試
験
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
分
か
る
の
で
し
ょ
う
か
？

	

（
続
き
は
次
回
に
…
）

認知症を再生医療で治すプロジェクトが始まっています 7      

認
知
症
患
者
さ
ん
で
は
新
生
ニ
ュ
ー
ロ
ン
が
減
少
す
る
た
め
海
馬
が
萎
縮
す
る
！
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神戸医療産業都市推進機構  
先端医療研究センター部長
米コロンビア大学、国立循環器病研究センター
を経て現職。間葉系幹細胞を使った再生医療
による体内での再生促進・炎症制御の作用メカ
ニズムを世界に先駆けて解明｡ 次世代細胞治
療を、日本から世界に普及させていくための研
究開発を行っている。


